
 
 

第 183 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 2 

 

令和 7 年９月 2９日 

 

【共同研究講座設置のお知らせ】 

「アジア大洋州医療関連共同研究講座」を大学病院に新設 

 

広島大学は、アジア大洋州住友商事会社との連携により、令和 7 年（2025

年）10 月 1 日付で大学病院に「アジア大洋州医療関連共同研究講座」を設置

します。 

 

設置の目的 

アジア大洋州（APAC）地域における医療水準の向上を目指し、以下テーマ

に関する調査、及び日本又は先進国モデルを用いた事業化を検討すべく研究

活動を行います。 

 

研究内容 

(1)APAC 地域におけるリハビリ分野の調査、及び事業化検討 

(2)広島大学が主として検討する医療ツーリズム、腎移植等事業化推進 

(3)住友商事の新規事業創出に向けた医療事情、データ環境、ヘルスケアテッ 

ク導入等に関する調査・事業化検討 

(4)その他両者間で合意した事項 

 

期待される効果 

・APAC 地域におけるリハビリ等の医療サービスは、施設、医療従事者の質・ 

量共に改善余地は大きく、今後の高齢化も相まって需要増は確実視される

ため、日本をはじめとする先進国での知見を活用し、普及させることで人々

の QOL 向上に寄与します。 

・リハビリ分野に限らず、広島大学病院の医療サービスを APAC 地域に広め 

ることにより、本学のレピュテーションが向上し、さらなる共同研究等の

増加につながります。 

 

設置期間 

令和 7 年 10 月 1 日 ～ 令和 9 年９月 3０日（２年間） 

 

講座責任者 

共同研究講座助教 松本彰紘 

 

経費 

 総額 4,000 万円 

  （内訳）令和 7 年度 1,000 万円 

      令和 8 年度 2,000 万円 

      令和 9 年度 1,000 万円 



 

 
【お問い合わせ先】 

病院運営支援部総務グループ  持田 謙二 

TEL:082-257-5418  FAX:082-424-5087 

 

 




